
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

地域の方は、学校のお手伝いではなく、子どもたちのために一緒に教育活動に携わる「パートナー」です。気持

ちよく活動していただくために学校の受け入れ体制を整えることが大切です。ボランティアによる主体的な教育

活動への参加につながります。 

今回は、地域の人と楽しく関わり、ふれあうことをねらいとした昔あそびの学習が行わ 

れました。 

ボランティアは、こま回しやあやとりなど自分が得意とする遊びを担当し、遊び方や上 

手になるコツを優しく丁寧に教えていました。始めは、やりなれない遊びに戸惑っていた 

子どもたちでしたが、すぐにコツをつかみ時が経つのも忘れて楽しく活動していました。 

  

  

 

 

令和 3年 1２月２１日発行 福島県教育庁県北教育事務所 

ボランティアを気持ちよく迎えましょう！ 

～国見小学校の取組～ 
訪問日：令和３年１１月２６日（金）９：１５～１１：００ 

場 所：国見町立国見小学校 

内 容：第１学年 生活科「昔あそび」 

 

ボランティアを迎える一工夫 

【活動の紹介】 

  【ボランティア用名札】 
  

【ボランティアを迎える表示】 

  

【コマ回し】 

【おはじき】 
 

コミュニティルームを設置することでボ

ランティア同士や教職員との打ち合わせ及

び活動の準備・片付けや休憩をする場所が

確保できます。 

この取組からの学び 

【募集案内】 

  

 ボランティアを増やすために「ボラン

ティア募集」と「ボランティアの仕組

み」のチラシを常備しておきます。自由

に持ち帰り知人に配付していただくこと

で、より多くの地域人材の確保につなが

ります。 

【ボランティア募集コーナー】 

ボランティアが参加した活動

の紹介を見ていただくことで、

自分たちが学校へ貢献してきた

ことや自分以外の方がどのよう

に子どもたちに関わっているか

を知ることができます。   

 玄関に当日の活動につい

て表示します。ボランティア

に対して敬意と感謝の気持

ちを伝え、気持ちよく活動に

参加していただけるように

しています。 

専用の名札を用意し、活

動中に付けてもらいます。

学校の教育活動に関わる一

員としての自覚が高まりま

す。 

【仕組み】 

  


